
















　　　アリエルと







　菓子折りとは、古来よりお菓子を特別な折箱に入れて贈るという、日本の文化である。

　感謝や挨拶あいさつ、あるいは謝罪のシーンにおいて、物によって気持ちを補強する効果がある。

　有名なもので言えば、えちご屋が悪代官に送る山吹色やまぶきいろのお菓子だ。

　なんとお菓子の下に、悪代官の好物である小判が大量に敷き詰められている。悪代官もにっこにこだ。

「こちらは、かの魔界大帝も喜んでいたお菓子でございます」

「はい、いただきますね」

　なので、今日も今日とてアリエルに菓子折りを進呈した。

　中身はアイシャが作ったドーナツである。

　もちろん、俺とアリエルの間に、不正な金銭の受け渡しは無い。

　アリエルはアスラ王国内でうまいことやっているので、我がオルステッドコーポレーションから金銭の融通をすることは無い。

　仮にあったとしても、こんなわかりやすく密室で受け渡しをしたりはすまい。

　ルード傭兵団あたりを通じて、無理なく横流しをする予定だ。

　つまり正当な金銭の受け渡しになる。

「それで、こちらは先日の戦いにおいて戦力をお貸しいただいた事への、オルステッド様からのお礼の品でございます」

「まぁ！　戦力を貸しただなんて他人行儀な。私はオルステッド様の配下の一員として、自分の持てる力を発揮したにすぎませんのに」

　アリエルは芝居がかった口調でそう言って、俺から一つの箱を受け取った。

「これは？」

「今から十年後に王家の印章を盗まれて困るらしいので、その予防だと」

「十年後？　あぁ……」

　アリエルは心当たりでもあったのか、つまらなさそうに頷いた。

　底冷えするような無表情だ。いつも微笑んでいるアリエルばかり目にしているので、どこか新鮮に映る。

「どのような効果を持つのか、お聞きしても？」

「中に物を入れ、魔力を込めれば、魔力を込めた者にしか開けられなくなる……みたいな感じだと」

「みたいな感じ？」

「俺も詳しい効果については伺うかがっていません。知らない方がいいのでしょうね。ご自分で色々試してみてください」

「わかりました」

　アリエルは一度立ち上がり、箱を棚の中へとしまった。

　ドーナツの入った箱はメイドに任せていた所を見ると、後でこっそり自分で試してみるのだろう。

　十年後、ここにいるメイドが盗まないとも限らないからな。

「シャンドルより、厳しい戦いだったと聞き及んでおります。闘神が暴れ、町が一つ消え去り、激戦の末に一人の英雄が誕生したと」

　身振り手振りで大げさに話すシャンドルの姿が目に浮かぶようだ。

　彼のことだから、まるで英雄譚のように語ったに違いない。

「シャンドルがどれだけ大げさに話したのかは知りませんが、確かに、大きな戦いだったのは確かですね。アリエル様がギレーヌやイゾルテを送り込んでくれなければ、負けていたでしょうが」

「よかった。ルーデウス様が負けていれば、私はきっと謀殺されていたでしょうから」

　まぁ、ヒトガミならそうするだろうな。

　アリエルはギレーヌやイゾルテ、ドーガという、自分の身辺を守るための剣士まで派遣したのだ。

　そこらへんを失っていたとすれば、アリエルという頭をすげ替えるのは、ヒトガミにとってそう難しくないだろう。

「だから、あまり畏かしこまってお礼などと考えないでください」

「そうですか？」

「そうです」

「わかりました。ではそうさせてもらいます」

「ふふふ」

　改めてそう言うと、アリエルはクスクスと笑った。

　戦場にこそ出なかったが、アリエルも仲間として扱って欲しいということだろう。

「それはそれとして、ドーガには特別に褒章を与えてやってください」

「おや、それはどうして？」

「シャンドルさんから聞いてないんですか？　俺の命の恩人ですよ」

　俺は地竜の谷に落とされた時のことを詳しく話した。

　アリエルは俺の話を「まぁ」だの「そんなことが！」だのと相槌を打ちながら聞いていた。

　実に聞き上手だ。キャバクラにいるみたいだ。行ったことないけど。

「というわけで、今日も帰りがけにドーガにお土産を渡すつもりだったんです。ほら」

　あるスジからの情報によると、ドーガは唯一の家族である妹を大事にしているらしいから、その妹が好きそうなお菓子を、俺が土魔術で作った容器に詰めてもってきた。

「先ほど、私がいただいたものよりも立派な入れ物に入っているように見えますが？」

「おっと。そういうの、気にするんですか？」

「いいえ、気にしませんよ」

　アリエルがにっこりとほほ笑んだ。

　かなり気にしていらっしゃるようだ。

「保存を考えてのことですよ。ドーガの実家はあまり裕福ではないみたいですし、こうしたお菓子の類も、少しずつ大事に食べるかもしれませんからね。それに、こういう容器も再利用するかもしれませんし」

「なるほど……そういった事は、考えてもみませんでしたね……」

　アリエルはハッとした顔で顎に手を当てていた。

「しかしルーデウス様、お一つ失念していらっしゃるようで……」

「失念？」

　アリエルはパンと手を鳴らす。メイドが迅速に動き、扉の方へと移動する。

　扉が開き、メイドが何かを口にすれば、あっという間にドーガが部屋の中に入ってきた。

「ドーガ、ルーデウス様があなたにお礼を言いたいそうですよ」

「……うす！」

　失念ってなんだろう。

　悪いことじゃないと思うが……まぁとりあえず、お膳立てしてくれたんなら渡しておくか。

「ドーガ、改めてお礼を言うよ。地竜の谷で、俺を助けてくれてありがとう。命拾いしたよ」

「うす！」

「これ、お菓子が入ってるから、妹さんと一緒に食べてくれ。食べ終わったら、好きにしてくれ」

「うす。ありがとうございます」

　ドーガは俺からお菓子を受け取ろうとして手を伸ばし、少し困ったように手をひっこめた。

　しまった。そういうことか。護衛中のドーガは武器を手放さないし、お土産なんてもらっても置く場所に困る……。俺だったらちょっとアリエルに声を掛けて、近くにあるであろうロッカールームにでも突っ込んでおくだろうが、ドーガはそういうタイプではないから、ただただ困ってしまうのだ。

「ドーガ、代わりにリーラが受け取っておきますから、帰りに受け取って、次の休みにでも妹さんに持って行ってあげなさい」

「うす！」

　ドーガは嬉しそうに頷うなずくと、話は終わったとばかりにどすどすと門番に戻ってしまった。

「本当に、一つ失念していましたね」

「ドーガなら、仕事中にお土産を渡されても、受け取らないという判断をするでしょうから」

「助かります。それにしても、喜んでくれてよかった」

「ふふ、本当にそうですね」

　俺とアリエルはその様子を見届け、顔を見合わせて笑った。

　笑いながら俺は、アリエルもまた、オルステッドの仲間だと再認識し、嬉しく思うのだった。
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